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これまでの取り組みこれまでの取り組み

/32/32にに dd

インフラデュアル化開始インフラデュアル化開始

/35/35取得取得 W ld IP 6 DW ld IP 6 D/32/32ににupgradeupgrade/35/35取得取得
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IPv6IPv6移⾏実証実験移⾏実証実験IPv6IPv6移⾏実証実験移⾏実証実験法⼈向け法⼈向けIPv6IPv6接続試験サービス接続試験サービス法⼈向け法⼈向けIPv6IPv6接続試験サービス接続試験サービス

20002000 20012001 20022002 20032003 20042004 20052005 20062006 20072007 20082008 20092009 20102010 20112011

個⼈向け個⼈向けIPv6IPv6接続試験サービス接続試験サービス個⼈向け個⼈向けIPv6IPv6接続試験サービス接続試験サービス

IPv6IPv6移⾏実証実験移⾏実証実験法⼈向け法⼈向けIPv6IPv6接続試験サ ビス接続試験サ ビス

ひかりでひかりでIP 6IP 6提供開始提供開始ひかりでひかりでIP 6IP 6提供開始提供開始

BIGLOBEBIGLOBEクラウドホスティング提供開始クラウドホスティング提供開始BIGLOBEBIGLOBEクラウドホスティング提供開始クラウドホスティング提供開始

フレッツ光ネクストでフレッツ光ネクストで 提供開始提供開始フレッツ光ネクストでフレッツ光ネクストでIPv6IPv6提供開始提供開始

aauuひかりでひかりでIPv6IPv6提供開始提供開始
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World IPv6 DayWorld IPv6 Dayへのへの取り組み取り組み

20112011年年66⽉⽉88⽇⽇ UTC 0:00UTC 0:00--23:5923:59のの2424時間だけ、世界中の時間だけ、世界中のWEBWEBサイトにサイトに
World IPv6 DayWorld IPv6 Day

AAAAAAAAを付け、を付け、IPv6IPv6でアクセス可能にする試みでアクセス可能にする試み

BIGLOBEBIGLOBEは⽇本国内で最初に参加を表明は⽇本国内で最初に参加を表明BIGLOBEBIGLOBEは⽇本国内で最初に参加を表明は⽇本国内で最初に参加を表明

フォールバック問題が発⽣するフォールバック問題が発⽣する
能性 接続 ビ 対能性 接続 ビ 対 www biglobe ne jpwww biglobe ne jpににAAAAAAAAを設を設

ISPISP事業者として事業者として コンテンツ事業者としてコンテンツ事業者として

可能性のある接続サービスに対可能性のある接続サービスに対
してしてAAAAAAAAフィルタを適⽤フィルタを適⽤

www.biglobe.ne.jpwww.biglobe.ne.jpににAAAAAAAAを設を設
定しデュアルスタック定しデュアルスタック化化

AAAAAAAAフィルタが無い場合と⽐較しフィルタが無い場合と⽐較し
て、フォールバック問題をて、フォールバック問題を1/101/10にに

期間中、期間中、IPv6IPv6によるアクセスはによるアクセスは
全体の全体の1.4%1.4%程度程度
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抑制抑制 W6DW6D前の前の22倍に増加倍に増加



BIGLOBEBIGLOBEののIPv6IPv6対応状況対応状況
サービス・サービス・

アプリケーションアプリケーション

アクセ ネ ト クアクセ ネ ト ク

FTTHFTTH
サーバインフラサーバインフラサーバインフラサーバインフラ

アクセスネットワークアクセスネットワーク

FTTHFTTH
ADSLADSL
WifiWifi
3G3G ネットワークインフラネットワークインフラネットワークインフラネットワークインフラ3G3G

エンドユーザ・エンドユーザ・
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エンドユ ザエンドユ ザ
クライアントクライアント



サービス・サーバインフラのサービス・サーバインフラのIPv6IPv6対応状況対応状況
 新規サーバはすべてデュアルスタックで構築新規サーバはすべてデュアルスタックで構築
 ただし、ただし、AAAAAAAAは未設定は未設定
 20092009年に年にwebwebサービス・メールサービス等をサービス・メールサービス等をIPv6IPv6対応対応

(= AAAA(= AAAA設定設定))したしたが、アプリケーションの不具合やが、アプリケーションの不具合や
フォ ルバック問題等の影響によりフォ ルバック問題等の影響により 旦旦切り戻し切り戻しフォールバック問題等の影響によりフォールバック問題等の影響により⼀旦⼀旦切り戻し切り戻し

 アプリケーションやフォールバック問題の改修状況を⾒アプリケーションやフォールバック問題の改修状況を⾒
極め 改めて極め 改めてIPv6IPv6対応する⽅針対応する⽅針極め、改めて極め、改めてIPv6IPv6対応する⽅針対応する⽅針
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ネットワークインフラのネットワークインフラのIPv6IPv6対応状況対応状況
ネットワークインフラネットワークインフラ
 20002000年〜年〜20102010年まで年までIPv4IPv4網とは別に網とは別にIPv6IPv6ネイティブネイティブ

網を運⽤網を運⽤網を運⽤網を運⽤
 20082008年年99⽉から既存ネットワークのデュアルスタック⽉から既存ネットワークのデュアルスタック

化を開始化を開始化を開始化を開始
 現在は⼀部の現在は⼀部のIPv6IPv6⾮対応機器を除き、すべてデュアル⾮対応機器を除き、すべてデュアル

スタックで運⽤スタックで運⽤スタックで運⽤スタックで運⽤
利⽤機器利⽤機器
 原則として原則として IPv6IPv6ががHWHW処理されることが条件処理されることが条件 原則として原則として、、IPv6IPv6ががHWHW処理されることが条件処理されることが条件

監視・運⽤監視・運⽤
 IPv4IPv4で実施で実施 IPv4IPv4で実施で実施

アドレスアドレス管理管理
 アドレス管理アドレス管理DBDB IP 6IP 6対応済み対応済み((内製システム内製システム))
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 アドレス管理アドレス管理DBDB IPv6IPv6対応済み対応済み((内製システム内製システム))



クライアントのクライアントのIPv6IPv6対応状況対応状況

 Windows Windows 7/Vista7/Vistaは標準では標準でIPv6IPv6
対応対応

IPv6IPv6対応状況対応状況 PCPC OSOSシェア推移シェア推移

80%80%

100%100%
IPv6IPv6対応対応OSOS

対応対応
 iOSiOS・・AndroidAndroidも対応済みも対応済み
 主要主要ブラウザブラウザ(IE(IE・・firefoxfirefox等等))も対も対

応済み応済み 20%20%

40%40%

60%60%

80%80%
Windows XPWindows XP

Windows 7Windows 7応済み応済み
 ただし、環境によってフォールただし、環境によってフォール

バック問題が発⽣する可能性ありバック問題が発⽣する可能性あり
0%0%

20%20%

2010/12010/1 2011/12011/1 2012/12012/1

Windows 7Windows 7

出典：出典：NETMARKETSHRENETMARKETSHRE

BIGLOBEBIGLOBEにおける利⽤における利⽤OSOS・ブラウザ・ブラウザ観測状況観測状況(2011/9(2011/9時点時点))
Windows Windows その他その他 IE6IE6

6%6%
その他その他

XPXP

33%33%
Windows Windows Windows Windows 
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1%1% 6%6%

IE7IE7

17%17%

IE9IE9

23%23%

3%3%

クライアントのクライアントのIPv6IPv6対応は順調に進展対応は順調に進展
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31%31%

VistaVista

35%35%
IE8IE8

51%51%
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クライアントのクライアントの 66対応は順調に進展対応は順調に進展
利⽤者利⽤者が気づかないうちにが気づかないうちにIPv6IPv6が利⽤可能にが利⽤可能に



IPv6IPv6サービス例サービス例(1) BIGLOBE(1) BIGLOBEクラウドホスティングクラウドホスティング

仮想仮想サーバリソースをオンデマンドで提供するサーバリソースをオンデマンドで提供するIaaSIaaS型クラウドサービス型クラウドサービス
BIGLOBEBIGLOBEクラウドホスティングクラウドホスティング

http://business.biglobe.ne.jp/hosting/cloud/http://business.biglobe.ne.jp/hosting/cloud/

IPv6IPv6対応状況対応状況
 2011/12011/1から提供開始から提供開始
 標準で、標準で、IPv4IPv4に加えに加えIPv6IPv6アドレスを付与アドレスを付与

 標準で標準でIPv6IPv6が付与されるため 利⽤者数は調査不可が付与されるため 利⽤者数は調査不可 標準で標準でIPv6IPv6が付与されるため、利⽤者数は調査不可が付与されるため、利⽤者数は調査不可
 ロードバランサロードバランサ((オプションオプション))でも、でも、IPv6IPv6をを利⽤可能利⽤可能

 IPv6IPv6ロードバランサ利⽤者数ロードバランサ利⽤者数は全体のは全体の2%2%
W ld IP 6 DW ld IP 6 D でで 本サ ビスにより⼤⼿企業サイト本サ ビスにより⼤⼿企業サイトををIP 6IP 6化化
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 World IPv6 DayWorld IPv6 Dayでで、本サービスにより⼤⼿企業サイト、本サービスにより⼤⼿企業サイトををIPv6IPv6化化



IPv6IPv6サービス例サービス例(2) au(2) auひかりひかり

 キャリアでの提供開始にあわせ、キャリアでの提供開始にあわせ、2011/42011/4からからIPv6IPv6提供提供開開
IPv6IPv6対応状況対応状況

キャリア 提供開始 あ 、キャリア 提供開始 あ 、 // からから 提供提供開開
始始

 申し込み不要申し込み不要
追加 トなし追加 トなし 追加コストなし追加コストなし

 CPE upgrade(CPE upgrade(⾃動⾃動))によりによりIPv6IPv6利⽤可能に利⽤可能に
 キャリア側キャリア側ででIPv6IPv6利⽤可能な状態に段階的に切替中利⽤可能な状態に段階的に切替中 キャリア側キャリア側ででIPv6IPv6利⽤可能な状態に段階的に切替中利⽤可能な状態に段階的に切替中
 IPv6IPv6利⽤可能者数は利⽤可能者数は数万⼈数万⼈

World IPv6 DayWorld IPv6 Dayででは、は、auauひかりから多数のひかりから多数のIPv6IPv6アクセスをアクセスを
観測観測
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IPv6IPv6サービス例サービス例(3) (3) フレッツ光ネクストフレッツ光ネクスト

 2011/72011/7からからIPoEIPoE⽅式で⽅式でIPv6IPv6提供開始提供開始
IPv6IPv6対応状況対応状況

//
 VNEVNE事業者事業者としてとしてJPNEJPNEと連携と連携
 利⽤者は、利⽤にあたって利⽤者は、利⽤にあたってNTTNTT東⽇本・⻄⽇本への東⽇本・⻄⽇本へのIPv6IPv6

オプシ ン申し込みが必須オプシ ン申し込みが必須オプション申し込みが必須オプション申し込みが必須
 申し込み⽅法に申し込み⽅法によって、よって、NTTNTT東⽇本・⻄⽇本への初期費東⽇本・⻄⽇本への初期費

⽤が発⽣⽤が発⽣((⽉額費⽤は無償⽉額費⽤は無償))⽤が発⽣⽤が発⽣((⽉額費⽤は無償⽉額費⽤は無償))
 BIGLOBEBIGLOBEへへのの追加⽀払いはなし追加⽀払いはなし
 クライアント機器クライアント機器ががIPv6IPv6対応していれば対応していれば、設定・機器追、設定・機器追

加不要加不要ででIPv6IPv6利⽤可能利⽤可能
 利⽤者数は数百⼈利⽤者数は数百⼈程度程度

申し込み⼿順の簡素化申し込み⼿順の簡素化((理想はオプトアウト理想はオプトアウト))
課題課題
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BBフレッツへのフレッツへのIPv6IPv6提供提供



今後の展望今後の展望

 JPNICJPNIC管理下における管理下におけるIPIPアドアド

IPv4IPv4動向動向
 World IPv6 $NEXT (2012/6World IPv6 $NEXT (2012/6

頃頃))

IPv6IPv6動向動向

 JPNICJPNIC管理下における管理下におけるIPIPアドアド
レス移転制度レス移転制度(2011/8(2011/8〜〜))

 IPv4IPv4移転ブローカーも登場移転ブローカーも登場
頃頃))

 新興国に新興国におけるおけるIPv4IPv4アドレスアドレス
不⾜不⾜ ⇒ ⇒ IPv6IPv6需要増需要増

IPv4IPv4もも当⾯確実に当⾯確実に残る残る コンテンツ事業者や海外を中⼼にコンテンツ事業者や海外を中⼼に
IPv6IPv6が進展が進展

事業者として事業者として
 IPv4IPv4ととIPv6IPv6の共⽣は必須の共⽣は必須
 IPv6IPv6移⾏は事業者の都合であり、利⽤者にはメリットがないという意移⾏は事業者の都合であり、利⽤者にはメリットがないという意

識が重要識が重要 ⇒⇒ 利⽤者に利⽤者にIPv6IPv6を意識させてはいけないを意識させてはいけない
 ⽇本国内において⽇本国内においては今すぐは今すぐIPv6IPv6対応しなくても⼤きな問題は起きない対応しなくても⼤きな問題は起きない

が、適切なタイミングでが、適切なタイミングでIPv6IPv6対応しないと競争戦略上の弱みに対応しないと競争戦略上の弱みに
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利⽤者の利便性を最優先に、業界で連携して確実な利⽤者の利便性を最優先に、業界で連携して確実なIPv6IPv6対応を対応を


